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若年層献血意識調査結果の概要  

Ⅰ 調査の概況  

1 調査の目的  

近年、献血者数は減少傾向にあり、特に若年層の献血離れは深刻なものとなっているこ   

とから、献血推進の枠組みについての見直しが求められているところである。   

そのため、若年層の献血に対する意識調査を実施し、平成17年度に行った同様の調査   

の結果との比較を行うことにより、若年層の献血に対する意識等に変化があるかどうかを   

検証し、検証結果を今後の若年層に対する献血推進のあり方の検討に資する。  

2 調査の内容   

（1）若年層の献血への関心度や献血へのイメージを把握する。  

（2）若年層の献血に関する認知度を把握する。  

（3）若年層が献血を行った時期やきっかけを把握する。  

（4）（1）～（3）について平成17年度の調査結果との比較を行う。  

3 調査の概要   

（1）調査方法  委託先調査会社が保有している一般消費者パネルに対して、インター  

ネットを通じて質問（調査票）を送付し、回答を収集する。   

（2）調査対象：全国の16～29歳の献血経験者及び献血未経験者  

※献血経験者 ：過去に1度でも献血の経験がある者  

※献血未経験者：今まで1度も献血の経験がない者（採血前の検査で基準を  

満たさないため献血できなかった者を含む）   

（3）対象者数  回収数10，000名（地域別内訳は下表のとおり）  
合 計   経験者   未経験者   

合 計   10，000   5，000   5，000   

北海道   420   210   210   

東北   710   355   355   

関東甲信越   3，650   1，825   1，825   

東海北陸   1，560   780   780   

近畿   1，632   816   816   

中国・四国   862   431   431   

九州・沖縄   1，166   583   583   

（4）調査期間：平成20年9月5日（金）～9月7日（日）   



調査結果のうち特に目立った回答など  

献血未経験者  献血経験者  

☆17年度調査に比べて全体での認知率は73．8％  
→92．9％へ大幅に上昇  

☆6割以上の人は未だ認知していない  

☆関心なし層が54．2％と、無関心派がやや上回る  
☆17年度調査と比べると、関心あり層が52．2％→  
45．8％に低下  

☆最も多いのは「街頭での呼びかけ」（60．6％）  
☆高校生は総じて接触率が低い  
☆高校生・自営業では「接触したことがない」が1割  

弱まで増加  

☆「街頭での呼びかけ」「献血ルーム前の看板・表  

示」がともに2／3を占める  

☆街頭・献血現場での接触は専業主婦で高く、高校  
生で低い  

☆テレビが圧倒的に高い（84．7％）  ☆テレビが圧倒的に高い（83．6％）  

☆「針を刺すのが痛くていやだから」が最も多い。  

のQ16  

☆「針を刺すときに痛みを和らげる処置が実施され  

た」が最も多い  

☆200mL献血が51．6％と過半数を占めている  
☆高校生の69．6％が200mL献血  
☆17年度調査と比較すると、200mL献血は11ポイ  
ント減少（62．3％→51．6％）し、400mL献血は10  
ポイント増加（18．9％→28．9％）  

で400mL  

☆6割弱の人は「特に不安は感じない」としている。一  
方、「不安」と回答した人は26．4％  
☆高校生でも56．4％は「特に不安は感じない」とし  
ているが、地層に比べると「わからない」が多い（全体  
16．4％、高校生23．8％）  
☆女性の方が不安意識が高い  
（男性19．9％、女性33．2％）  

☆66．3％の人が複数回献血者  
☆全体では「2回以下」と「3回以上」がほぼ半数ずつ  

」  PlOl   



献血経験者  献血未経験者   

☆大学や職場に比べて「高校で初めて献血した」層  

ほど通算献血回数が多い傾向がみられる  
☆より若いうちに献血を経験すると、その後の献血回  
数が増える傾向が強いとも考えられる  

」  PlOl  

☆「見たことがある」と回答した層ほど通算献血回数  

が多いことが明らか  

☆「家族の献血現場を見たことがあるかどうか」とそ  

の後の献血行動との相関は高いことがうかがえる  

のQ18  

☆「自分の血液が役に立ってほしいから」が圧倒的に  

多い（特に高校生、自営業、専業主婦で顕著）  
☆新規回答肢の「献血は愛に根ざしたものだから」（1  

5回答肢中11位：累計）は高校生、自営業で日立っ  
て高かった。  

☆初めての献血のきっかけと同様「自分の血液が役  
に立ってほしいから」が圧倒的に多い  

☆新規回答肢の「献血は愛に根ざしたものだから」（1  

1回答肢中8位：累計）は高校生、自営業で目立って  
高かった。  

☆「非常に有効」が36．4％、「どちらかといえば有  
効」（48．2％）と合わせたポジティブ評価は84．6％  
にのぼる  

☆17年度調査との比較ではポジティブ評価が  
65．9％→84．6％と大幅に上昇（「非常に有効」は  
20．4％→36．4％）  
☆高校での献血は、その後の献血への動機付けに  
なるとの意識は高くなっていることがうかがえる  

刀めて献血した場所」Plll  集団献血がその後の献血への動機付けとなるか」   クロス集計（  

☆高校や大学などで初めて献血したという層ほど“よ  

☆特に高校で初めて献血した層で「非常に有効」が  

高い割合  り有効”とする傾向がみられた  

☆「見たことがある」は21．8％  

→ 献血未経験者の約2倍   
☆「見たことがある」は10．6％  
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